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ま え カヾ き

本調査報告書は㈱海外農業開発コンサルタンツ協会(ADCA)が実施したセネガル共

和国ファティック地区塩害防止計画及びギニア･ビサオ共和国農業･農村開発計画に関す

るプロジェクトファインディング調査の結果をとりまとめたものである｡本調査はADC

Aの委託を受けた下記の団員により､平成7年1月9日から同月23日までの15日間にわた

り実施された｡

田 村 文 雄 中 央 開 発 ㈱

セネガル共和国ファティック地区塩害防止計画は昭和63年(1988年)に第1回の調査を

実施したが､当時､日本国政府の協力による国土基本図作成(縮尺1/5万)が始められた

ため､地形図の完成を待って調査を実施するのが望ましいとの判断から､要請を見送って

いた｡ 1991年に地形図が完成したのを受け､セネガル国政府は日本国大使館に要請を行な

った｡これを受け1993年11月の日本国セネガル両国の年次協議において､討議され､追加

資料の必要性が指摘された｡セネガル国政府は必要書類を整え1994年8月に要請書を提

出した｡その後日本大使館からの質問に対する回答､開発調査要請の新しいフォームに書

き換える作業などを行ない､ 1994年10月に最終的に要請書が提出された.これらの一連の

作業において中央開発㈱は日本国内において資料作成等の支援を行なっていたが､それら

を集大成する必要から今回補足調査を実施したものである｡

本案件は単なる塩害防止境防の修復事業ではなく､農村婦人の労働の軽減と若年層の就

業機会の創出という大きな効果をもたらすものとして､セネガル国政府内及び地元住民か

ら期待されており,早期に実施されることを強く要望していることが判明した｡

ギニア･ビサオ共和国農業･農村開発計画は平成5年度(1993年)に実施した農村部飲

雑用水供給計画のプロファイ時に同国政府農村開発農業省農業計画総局長より強く要望さ

れたものである｡今回の調査では,未だ特定された計画はなく､農業農村開発分野での日

本からの協力を受けるべく計画の立案を依頼された｡現在のギニア･ビサオ国政府では独

自で開発案件のプロジェクト化を進めることは技術的に難しい印象を受けたため,支援す

ることとした｡計画対象地区としては､現在日本国政府が給水計画で協力しているビオン
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ボ県を日本の協力地区として位置づけたいとするセネガル国政府の意向からビオンボ県を

選定することとした｡ビオンボ県は同国の首都ビサオに隣接しており､人lコ密度も高く､

大都市近郊としての問題を種々とかかえている｡農村開発農業省としては,園芸､果樹農

業を主とし､沿岸部での米作の安定をはかるべき農業生産振興計画を主軸として､農村生

活環境の改善として保健衛生､教育等の改善を含めた総合的な農業農村開発計画を意図し

ている｡今後､当社で開発調査計画の素案を作成し､ギニア･ビサオ国政府により加筆す

るなどの作業を進め計画を立案したいと考えている｡

本報告書は上記2案件に関する調査結果をとりまとめたものであり､今後の実施が期待

される技術､経済協力に活用され､これらの事業達成に役立てば幸いである｡

終りに､本調査に際し､ご協力いただいたセネガル国政府及びギニアビサオ国政府関係

者､在セネガル日本大使館､ J I CAセネガル事務所､その他関係者各位に対し､深甚の

謝意を表する次第である｡

平成 7 年1月

中 央 開 発 株 式 会 社

取締役社長 頗古 隆三
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第1章 セネガル共和国ファティック地区塩害防止計画

I-1 経緯･背景

セネガル国ではセネガル河左岸沿岸､カザマンス地方及びシン･サル-ム地方が

米の3大生産地である｡セネガル河左岸沿岸は近年大規模なかんがい事業の実施に

ともない,現在では米生産の中心地となっているが, 1950年代にはむしろカザマン

ス地方とシン･サルーム地方が米生産の中心地であった｡

カザマンスやシン･サル-ム地方では低地部を堤防で締切り､海水の進入を防ぎ､

地区内の降雨水(天水)を貯留して､雨季には米作を､乾季には野菜栽培を行なっ

ていた｡

1950年代に築造されたこれらの堤防は長い間の降雨や風､潮等によって浸蝕され､

堤防堤休の沈下や低下をまねき､堤防の形を呈しなくなる程､老朽化している｡ま

た､堤防に付属して設けられた各水門,樋管等の施設も老朽化が著しく､その機能

を発揮しない状態にある｡このため年数回､大潮時などに海水が越流し､地区内に

浸入し､塩害による披害を引き起こしている｡

この様な状況を改善するため､セネガル国政府は国土保全､砂漠化防止の立場か

らカザマンス地方とシン･サル-ム地方を対象として塩害防止計画(Programme de

Lutte Ant卜Sei,塩害に対する闘争計画とでも訳すべきか?)を立案し､事業化を

進めているところである｡

一方､天水依存方農業地帯では不順な天候により､不安定な農業生産活動､農業

所得の低下,農業以外に就労機会がない事から若年､青年層の出稼ぎ､離村等によ

る農村の過疎化､婦人の疲労の増大等各種多くの問題が農村地域に発生してきてい

る｡その対策として農業生産活動の活性化が急務となってきている0

この様な背景のもと､セネガル国政府はファティック地区について､老朽化した

堤防を修復し,海水の浸入を防ぎ､降雨氷を貯留して､徐々に除塩をはかり､米作

の振興をはかるため､特に婦人労働の軽減のための農業機械化センターの拡充､整

備を含めた｢ファティック地区塩害防止計画｣を策定した｡



作 物 作付面∴積

(ha)

生産 量

(ton)

落花生

ミル

ソルゴ

とうもろこし

こエペ(豆)

米

マニヨック

綿

68, 096

115, 992

805

8, 463

613

(935)

5, 835

55,311

82, 059

1, 208

4, 143

545

(2, 338)

5, 000

3



ノJ-●
●

固1-1ファティツク地区塩寄防止計画既存嬰防位走囲

l

l
l

l ･如

嘩空夢主な低湿蛸

l ヽ.一 既存姫防

l ･･･:
iL

--
1`

心
_ ＼態魂-:T=-,･.,i-･.1:;.:.3t･t-f!i.忠,7=e･･:･21･′

_I:て●･主t車`L主史･･-a7･_:;I-;;-_::.-I
-,甲ご:''

.i:I-i:-I-_:.:::::;+I::-
::..I:,-:･::-

: _
∴一二-

-∴与=こl_I
::-_i-:ill.I.,:_,I-::ミご丁二こ干てて≡才一丁ニニ:;･f

l

l

-
I F_'1H

i.

l
tqj-I

J+I+

I
q

l
Ca17C de Fe9uque

l

l

ヽ→ ● .
J

1.'''.-DJllor

l ･･-て-∫

l 融m;▲.i
■

ヽJ･l▲ Jh
′

l

l
･､{･ ､ごヾ･-/

∫
･.-1=--

L■

･:J(e deSou/tok .

-

,I

.盛一三･-.て.
･芸 / ≧一一･:-:-:-･:-･Lミヰr

-■一 ■■-■



1-3 計画の概妾

(1)基本構想

① Fatick地区では高地部でセネガル国の輸出農産物として重要な落花生や主要

食糧であるソルゴやミルなどの生産を行なう｡低地部では塩害を除けば雨季に

は米作､乾季には野菜作を行なうことが可能である｡

(卦 Fatick地区は人口密度も高く､農村人口は多い｡しかし農業以外の産業はな

く､天候に依存するため農業経営が不安定であるため､最近では他地区(首都

ダカール又は綿花地帯であるタンパクンダ州など)への人口流出が著しくなっ

てきており､これは単にファティックだけの問題ではなく､首都ダカールでの

失業者の増大や犯罪などの増加となり､社会問題化している｡

③ 塩水の浸入を防ぐ堤防を修復し､農業生産､特に米作を回復させることは､

セネガル国政府の推進する食糧増産政策に寄与するのみならず､国土保全､砂

漠化防止､環境保護等の計画にも大きく貢献する｡

④ 堤防築堤用に使用する機械は農作業用にも転用可能なものが多い｡農業機械

化センターに配備される農業機械は乾季には堤防の修復や建設など維持管理に

利用し､雨季には水田の耕起などに利用し､婦人の労働軽減に役立てる｡また､

これら農業機械の運転､管理に農村の若年､青年層を教育し,従事させること

によって､就業機会の創出をはかる｡もし､可能ならば若年､青年層による米

作の振興をはかることも可能である｡

以上の基本的考えのもと､次の事業を計画する｡

(丑 既存塩害防止堤防の修復及び新堤防の建設

② 既存農業機械化センターの拡充整備

③ 農民特に婦人に対する農業技術の普及･指導

④ 耐塩性品種の水稲種子の導入と普及

4



1-2 地域の概要

計画対象地区は首都ダカールから南東約130kmに位置し､ Fatick州､ Fatick県の

Tataguine, Filmela郡とFoundiougne県のDjilor郡にまたがる地域である｡地区内は

海抜10m以下の平坦地で､ Simal, Faoye, Djilorなどの小河川が数多く屈曲しなが

ら低地に入り組んでいる｡

高地部では落花生､とうもろこし､ミル､ソルゴなどが栽培されており､この地

方の農業の主体をなしている｡これらの作物は雨季のみで､乾季には栽培されてい

ない｡低地部では雨季には周辺の降雨が地表又は地下浸透により集まり､一部では

湿地あるいは窪地では溜り水となり､これを利用して米作が行なわれている｡また

低地部の下流を堤防にて締切り､塩水の浸入を防ぎ,雨水を貯留して米作を行なっ

ている｡乾季には溜り水の残りや湿潤地を利用して野菜やいも類の栽培が行なわれ

ている｡しかし､低地部の利用は少なく､まだ開発の余地は十分にあると考えられ

る｡

これらの低地部はSine川からの海水がSimal, Djilor, Faoyeなどの支滝川を通っ

て､年に何度か流入し､塩害を引き起こしている｡現地での聞き取りではこの塩水

の浸入が塩害の主要で､塩を含んだ地下水が土壌水分の蒸発によって毛管上昇し､

それが地表面､土壌中に集積する塩害は少ないとの事である｡

Fatick州は7,935kdの面積で全国土の4 %程度であるが人-jは約47.6万人(1989

年)で､人口密度は60人/kdで全国平均35人/kn2の2倍に近い.可耕地は4,000kni

程あるが現利用地は2,800kni (全国の12%を占める)である｡

Fatickにおける年間降雨量は1986/87年で454. 8mm､ 1987/88年で574. 8mmであ

る｡この降雨は6-10月の雨季に全て降り､他の月には全く降雨がない状態となる｡

この6-10月の雨を利用して全ての農業が行なわれていると言える｡ファティック

州の農業生産状況は次表の通りである｡ (1993/94年)
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(2)計画内容

(丑 既存塩害防止堤防の修復

一堤防の改修と新規建設

一塊防に付属する水門､樋管の改修

一受益面積約2,500haの整備

一農道整備

一雨季の用水調節及び乾季の農業用水のための溜地建設

なお､既存堤防のリスト及び位置は別紙に示す通りである｡

② 農業機械化センター拡充整備

農業生産用及び農民自らによる堤防施設の維持管理用機械を備えた農業機械

化センターの役割は大きい｡

詳しくは開発調査の中で検討しなければならないが､機械化センターには以

下の様な機械を配備する計画である｡

一農業用トラククー 12台

一トラック 4台

-トレーラー 1台

一脱穀機 5台

一耕転機 1台

一噴霧器 6台

一各種工具類及び機器 1式

現在の農業機械化センターはFatickにある｡

③ 農民への農業技術の普及･指導及び耐塩性品種の水稲種子の導入

雨季の米作､乾季の野菜作は婦人の農民によって行なわれるため､今まで放

置されていた傾向にある｡そのため､婦人を対象とした適切な技術指導を行な

うことが必要である｡また啓蒙活動のためモデル地区を選定し､米作と野菜作

の技術の先進国の協力を得て､専門家による指導を行なう｡また耐塩性のある

品種の導入をはかることも必要である｡
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表l-1 既存堤防一覧表 (1/2)
No.I

No. 県区分 堤防名称 建設年 娃長 疑頂幅 疑高 排水口歎 受益面積 農家数

(m) (n) (m) (ケ所) (ba) (戸)

1 Fatick NdiayeNdiayel

EE3]

1 EⅠEEl

2 〟 NdiayeNdiayeⅡ 2 EEEl

3
〟 BaSana E丑】 【Ⅲ 1.05 1 EEg EⅠ皿

4 〟 LoulSesseneI EEEEl 3.09 1 Eg

qE5 〟 LoulSesseneⅡ EEZZ]

EEE]

EE] 3 1.50

1.20

3 30

6 〟 LouーGohe EE] 6 1 EEg EEg

7 〟 Dioraー 匹E] 5 2 40 Ecg

8 〟 SambaJa 1950′51 8,284 5 0.90 2

9 〟 SedarHord EEZE] EEE] 1 40 l四

10
〟 SedarSud EEZEl

EEZZ]

EⅢヨ

EEl 2 2 lE] 四

EE
〟 KeurMtlissane 1 匹】 Eg

EE
〟

DackⅠ 1.019 40 E]

EEl
〟 DackⅡ 2,030 4 0.80 4 EEE] EEg

EEl
〟 Logandeme 1 【Ⅱ】 EEg

EEl
〟 Fadia1 1.000 6 1 Eg Ecg

l6
〟 DioーiorⅠ EEZZI EE] 7 1.10 2 EEEl

∴三C17
〟 DiofiorⅡ EEEE] 806 6 0.93 2 EEg

田
〟 NdanganeⅠ 1956 Egg 7 1 40

K]EE]
〟 NdanganeⅡ EEE] 740 5.5 1.10 3 EEg

匹】
〟 NdanganeⅢ EEE] 200 5 1.00 2 EE]

E]
〟 BoyardI EEE] 480 6 2 50.

qR四
〟 BoyardⅡ EEE] 375 6 E) 田



表l-1 既存堤防一覧表 (2/2)
No.2

No. 県区分 堤防名称 建設年 田■■■ヨ 喜;.Jf= 疑点 排水口数 受益両横 農家数

(a)) (I) (山) (ケ所) (ha) (戸)

匹】 Fatick KobongoyeⅠ 1952′53 E2Zg 7 0.83 1 Eq

qEEZ]
〟 KobongoyeⅡ EEZE] 906 6 0.64 1 EE]

E勾
〟 (p)BtJndaw EEZ3] I.060 I.30 1 Eg EE]

田 〟 NdiedlOu EE3] EEg 6~ 1.10 2 Eq 田

Eg
〟 N&oulotJ1 EEE] (444) 5 1.00 1 Ecg EEq

四
〟 Nerane 1955′56 EE] ll 1.55 1 匝】 田

四 Kaolack KeurAーphaⅠ EEE] EE] 5 1.00 2 40

qREq 〟 KeurAlphaⅠⅠ EⅢヨ 【Ⅱ】 6 1 匹】

31
〟 Lyndiane 【Ⅲ】 E;皿 6 4 匹】 四

四 Foundiougne BolySalotJO) 1961 4 40 Eg

33
〟

DjilorSaloum EEE] EC] 5.5 1.00 5 Eg 匹】

34 Fatici※ Joa1 8,650



1-4 総合所見

本計画は基本的には既存塩害防止堤防施設の修復と農業機械化センターの拡充整

備を主内容とするが､総合的な農業･農村開発を目指すものである｡新たな堤防の

比較､水門､農道の配置､建設などの検討を伴っているが､むしろ､事業完成後の

維持管理計画に力点を置いた調査が必要である｡

日本国政府が協力して作成された1/5万地形図が利用でき､条件はそろったもぁ

と判断される｡本件調査を実施するに当って､技術面で特に困難が予想される問題

を抱えているとは判断されない｡

本計画は雨季における農業､特に､米作に対する便益が大きい｡セネガル国の天

水農業地帯では6-10月の雨季に全ての農作業が集中することになり､米作は伝統

的に婦人によって行なわれてきている｡このことから､本計画は婦人労働の軽減に

大きな効果を発揮することが期待される｡この面からも､セネガル国政府及び地元

婦人農民からの期待が特に強いと言える｡

本案件は1988年(S63年)に第1回目のプロファイ調査を実施したものである｡

当時は日本の協力による地形図作成(1/5万縮尺)が開始された時であったため､調

査に必要な地形図の完成を待ってから要請書が出されるのが良いと判断された｡

1991年に地形図が完成したため,セネガル国政府は日本大使館に要請を行なった｡

-1993年11月の年次協議において､議論され､日本側より追加資料の必要性が指摘さ

れた｡ 1994年8月にセネガル国政府は追加資料を整え､再度要請書を日本大使館に

提出した｡その後､大使館よりの指導があり､新しい開発調査案件の要請フォーム

に書き替えるとともに,開発調査のTOR (莱)
､調査段階及び事業完成後の0/

M組織についてのセネガル側の考えをとりまとめ､日本大使館に提出されている｡

この様な一連の動きから､セネガル国政府および地元住民は日本国政府からの協

力に大きな期待を寄せるとともに､早期の実施を望んでいる｡
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(4) 農業生産に関する調査

(i) 農村の経済状況調査､営農状況調査

(ii) 土地面横と土地利用､土壌調査

(iii) 農業生産

収量､品目､価格,技術､作付け体系

(iv) 農産物の流通及び加工状況

(v) 農民組織､農業支援制度､普及活動

(vi) 内水面漁業,畜産

(5) 農業生産基盤に関する調査

(i) 対象地区の地形図

(ii) 現状の用排水系続､■かんがい面穣

(iii) かんがい施設､既存堤防状況

(iv) 水菜源､水利権

(v) 農道

(6) 農業牧械に関する調査

(i) センターの現状と将来構想

(ii) 保有､管理状況

(7) 農村生活環境に関する掴査

(8) 天水農業安定化対策の検討

(9) 築娃計画(比較案検討)

(i) 築境材料

(ii.) 工法

(iii) 堤防断面

(iv) ルート
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本計画を適切かつ経済的なものとするためと計画をより具体的なものとするため､

開発網査を実施することが必要である｡その開発調査の内容ほ次の様な作業と1iる｡

(1)地形図の作成

本地区については最新の地形図はないので､縮尺1/5,000程度の地形図を作成

する必要がある｡少なくとも比較堤防線に沿った部分及び既存堤防約35ケ所の地

形図を作成する必要がある｡

(2) 賓料.情報の収集

(i) セネガル国における農業開発に関する調査

農業政策､ 4ケ年計画､行政組織､既存計画など

(ii) 社会経済調査

(iii) 人的架源調査

(iv) 自然条件

地形､地質､水文､気象､気象災害(干魅)
､地形図

(v) 土地栄藤調査

土壌図､土地分級鼠､土地利用国､土地の生産性

(vi) 水禁漁

河川流量､水位､水利用状況､地下水データ､用排水系続､海潮位

(vii) 干拓工事関係

予定線選定､土質図(ポーリング)
､土質試験データ､築堤材料､採土

場､建設関係架料など

(3) 基礎調査及び土質害式験の実施

比較案路線上及び復旧姫防において娃防基礎の地質調査の実施とサン7'ルを取

得して土質試験を実施する｡

■

また､築堤材料採土予定地の土質試験の実施
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(10) 塩害防止計画の策定

(i) 受益面横､土地利用計画

(ii) 栽培方法､営農計画

■(iii) かんがい用水及び排水

(iv) 堤防施設計画

(v) 事業実施計画

施工計画､実施スケジュ｢!レ､実施組織

(vi) 事業莫横算

(ll) 事業評価

技術評価､経済評価､便益
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表l-2 人口凍計 (1989年)

川
人【二】 榔T[;人口割企 R呈f寸人r=]割合噂加串田■■lヨ人l｣… 川の人仁)'EIJ台

(.(l1.((/_:i-人) (X) (X) (%) (kJ) 密lR' (X)

//AIL-JL, l.Jl90 '9G- Jl J.0 550 2710 21.6

･}′′ンショール
395 38 G2 2.6 了33!) 5ノl 5.7

コルグ r108 10 90 2.5 2101l 29 8.8

ジェルベル 6'10 42 58 3.2 4359 1ノl2 8.9

ルーノ/ 490 15 86 1.3 29188 lT 7.l

サンルイ 680 27 73 2 JI4127 15 9.9

クンバクンダ 3了0 16 8ノl 2.2 59602 6 5.6

'ijテラ/.,;
816 22 78 2.5 16010 E] ll.8

4了6 lO 90 I.6 79コ5 60 6.9

ティエス 9一l8 3JI G6 2.8 G601 lⅡ】 13.7

セネ′′ル 6.893 39 6l 2.7 196722 35 100

.'1iiT(:セネ/JIル托Zl･GJ

表■l-3 ダカールの気温と降雨量

1月 2月 3月 4月 5月 6f] 7月 8月 9月 Io月 l1月 12月

気温 ℃ 2].2 20.7 20.8 2I.6 23.l 25.7 27.0 27.2 27.4 27.3 25.6 22.7

降雨量 rnm 0.5 t.9 0.0 0.I I.9 8.9 IO5.6 2I6.6 l56.5 60.6 3.5 4.8
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蓑l-4 主要農産物の生産状況(I/2)
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表1-4 主要農産物の生産状況(2/2)

単位:T叫

令
-t⊃
d

P<

En

･`a
苫

▲NNE8S DAM ST-Louts TRIES TAMBA KOLDA Z)GUTNCH CASA棚 FATⅠCK thOL▲CK ST和一S▲L TOTAL

U吟タ/90 82876 7741 3442& 4338一 7681○ 5一夕 E= :800 1682Z7

1990/91 桝88 11448 21185 23875 450<0 n4 ユ73 一●7 156083

U汐1′タ2 10タ913 70a ユ7233 2S之33 52J65 286 7一 3a
,1d一柳

1舛匂/93
･130之26

5856 32&タタ 18334 51○33 ユ31 231 1773一一

1㈹/94 11402< 7818 一050< 30J7タ 70?85 545 545 19337一

▲NNEES D.IRA.R ST-LOU(S TⅠーⅠES 一TAMB^ DlOUR8E KOLDA 乙1GUINCH C.ゝ5AMANC F▲TⅠCti EAOL^CK SーPTE-S^L TOT_a

1989/90 I305 ユ3510 15タ 一9○7三 1711 50783 3タ76 52<74 5dd5○ 131407

Lタ9¢/91 193 798 85 33タ一8 一○丁75 2少49 637u 2050 '3232タ 3J37タ 1331J7

L991/9之 17 一夕75 1J8 2一371 之タ柳 1一暮30 31290 3670 36162 39833 1○2633

1タ92./タ3 ll 1○71 163 2一一33 J5○79 1932 一7○11 586 EZZ:a 3タ875 1145u

1993/9J 23一 1175 375 一7一一55 44033 丁7○ 一一002 1208 一30<7 4Jユ75 L3書318

4>

局
宏

【ヨ

毒
U

ANNEES D▲EAR ST-LOUTS LOT)C^ Tf王ⅠES TAM8A I)ーOURBEL EOLD^ Z]GUーNCH C▲SJUWCE FJLT]CE: 巳▲0【.ACE SINE-S▲L TOTAL

日時タ/90 18 1328
ー一575 タ1丘8 151 10○3d 125

J145 -ユ70
､602

20ユ
.料 ･26350

1タ90/91 53 }2之◆ 1735 1JlO9 125 6J90 173 131 So一 TTZ 1033 1005 111一2

1汎/クエ 63 }75 3クー7 1255 一 タータ9 184 184 45< 6一7 11ユ3 1一7○1

Eg 137 171. 2867 1一30 34一2 337 5J 3タ1 185
･～け

2n 87JlO

Ln3/N 182 1■u古 ユ一133 タ71○ 13018 318 一一
_382 .l1

117○ l5313 55854

▲NNEES D▲E▲R ST-LOUJS LOUGA THーES TAMB^ D)OUR8EL KOLD^ ZIGU]NCH CAS^^WCE FA:nCK thOLACK StNE-SAL TOTAL

1タ89/卯) "3 15117 15117 之○8 一oaユ 一230 2如20

1,タ90/タ1

1タタUタユ

1992./タ3 170一一 ユ9000 29000 S130 51}○ 5117一

1タタ3/9一 14350 3065○ 30<50 5000 5000 50000

1タ9一一/タ5



第2章 ギニア.ピサオ国農業･農村開発計画

2-1 経緯･背景

ギニア･ビサオ国はアフリカ大陸の最西端､セネガル国の南に位置し､長い間ポ

ルトガル国の植民地であったが､ 1973年9月に独立した｡日本は1974年8月に承認

している｡

国土面積は36, 125kni (日本の約1/10､関東6都県にLJ｣梨県を加えた程の広さ)で､

人lコは約100万人である｡人口増加率は年2.5%程度である｡国民の80%以上は農

村地域に住んでおり､農業に従事している｡雇用労働力の90%及びGDPの50%は

農業が占めている｡ 1989年の1人当りGNPは175口SSであり､最貧国の一つであ

る｡主要産業は農業で､主要農産物は北部では落花生､沿岸地方では油やしなどが

栽培されている｡ビオンボ県ではカシューナッツの栽培が盛んである｡食糧作物と

しては米が6.5万ton､ミル､ソルゴ､とうもろこしなどその他の穀物が12.5万ton

程生産されている｡しかし､食糧自給は達成されておらず､ 1993年には約7万ton

の米が輸入されている(一部援助を含む)
｡米の輸入量は年々増加しており､

1984

年に比べ1993年は2倍となっている｡

ギニア･ビサオ国政府は独立以来､農業政策の基本3原則を次の通りとしている｡

(丑 食糧自給､米輸入負担の減少

② 輸出農産物(カシューナッツと果実)の増産

③ 付加価値を増すための農村地域での農産加工業の振興

これらの基本政策を実現させるため､次の様な具体的事業を実施しようと努めて

いる｡

① 道路の建設と低地部でのかんがい開発などを行ない､農耕地を拡大する｡

② 集約農業､多収量品種の導入､耐塩性作物の導入｡

③ 適切な研究と普及をふまえ､食糧生産の多様化をはかる｡

しかし､現実には､前述の様に年間7万ton もの米を輸入せざるを得ない状況に

ある｡
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ギニア･ビサオ国政府としては､この様な状況を改善すべく､諸外国､国際機関

等からの援助､協力を望んでいる｡米作については中華民国(台湾)政府の協力に

よってBafataの近くに展示圃場を運営しながら､周辺農民に技術指導を行なってい

る｡

2-1 地区の概要

ギニア･ビサオ国政府は北東部に海抜300m近い高地があるが､ほとんどの国土

は50-60m標高以下の平坦な地形である｡年間の降雨量は北部では1,200mm程度で

あるが､南部では2,600mmを越えている｡これらの降雨は7-9月に集中している｡

平均気温は24-30oCで全国的に変化は少ない｡

土地の利用状況は次表の通りであるが､森林を開いてカシューナッツ等を植付け

たり､耕地として利用することが行なわれており､森林地帯の減少が著しい｡

表2-1 土地利用(参考)

植 生 1976年 1982年

(1, 000ha) (1, 000ha)

Mangro

Dense Forest

-Sutr humid

-dry

Degraded forest and

Savannah

Thin forest 良 palm trees

Palmgroves

Cultivation or in

preparation for cultivation

Other

302

1,014
(128)

(886)

1,237

287

980

(135)

(845)

997

Tota1 3, 350 2, 317
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ビオンボ地区は首都ビサオの北､西部に隣接しており､人口は6.2万人で､面積

は839khi2で､人口密度は74人/kniで全国平均28人/kniの約3倍近い人が住んでいる

ことになる｡ビオンボ県の高地部ではカシューナッツ､野菜､ミル,ソルゴなどを

栽培しており､低地部や海岸沿い地帯で集まってくる降雨水や湧水を利用して米作

が行なわれている｡しかし､近年､塩害防止用の堤防が老朽化や不十分なために､

塩害を起こしてきている｡

また､米作は伝統的に婦人が行なうものとされている｡しかし､住居は高地部に

あり水田は低地部や海岸部にあるため､農道もないことから､徒歩で播種､収穫等

の作業のため往復している｡特に収樺時には刈りとった稲穂を水田から自宅までの

長距離を頭上に乗せて運搬しており､相当な重労働を強いられている0

2-3 計画の概要

計画の内容については､今後とりまとめてゆくことになるが､概ね次の様な内容

を想定している｡

(1)農業生産振興計画

(a)米作振興~ー

(b)果樹･園芸農業振興

(c)水産振興

(2)農村生活環境整備計画

(a)保健衛生改善

(b)教育､文化施設整備

(c)地方道路保全整備

塩害防止堤防の整備

農道整備

果樹苗木生産センター整備(植林用苗木含む)

野菜栽培技術指導､普及
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図2－2　ビオンボ県農彙農村隕莞計南説明屈
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(3)婦人等労働改善計画

(a)米作における婦人労働の軽減:農業機械化センター(耕起､収穫物運搬､

脱戟)

(b)婦人職業､農業技術訓練教育

(c)若年､青年層の就業機会創出:農業機械化センター(運転,管理､賃桝等)

2-4 総合所見

現地政府は1973年に独立以来､ 20年が経過しているが､独自にて開発計画を立案

してゆくことは技術的､経済的に難しい様に判断される｡今回の調査においても他

の援助国や国際機関が撤退したプロジェクトのフォローの要請が多かった｡

ギニア･ビサオ国政府は現在日本国政府の援助による給水プロジェクトの実施が

行なわれることになったビオンボ県について､本県を日本の協力地区として位置づ

け､農業･農村開発事業の立案を要望した｡ビオンボ県については今まで何ら援助

が行なわれておらず､政府としても放置していた状態にあること､また本県は同国

の首都ビサオに隣接し､人口密度も高く､都市近郊農村としての問題点を多くかか

えていることなどから判断して､ビオンボ県を対象に､日本国政府の技術､経済協

力に耐えうる農業･農村開発計画を立案したいとしている｡

今後､計画の具体的内容をつめてゆくことになるが,技術的に高度なものではな

く､ギニア･ビサオ政府､現地住民が十分対応可能な水準の計画となる様努力する｡

現在想定している計画内容はその考えのもとに計画している｡しかし､専門家派遣

や海外青年協力隊などの技術協力が伴なうとより大きな効果が期待出来る計画でも

ある｡

また､ギニア･ビサオ国でも米作が婦人によって行なわれていることから､米作

振興事業は婦人労働の軽減の効果が期待され､ WI Dプロジェクトとして優良であ

ると考えられる｡
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固2-4 ギニアピサオ団長相関発農業省租3I囲(1995.1)



表2-2 県別人口及び両棲

Regi6es
supekmrRiie, Popu】ac如

1988 1989 1991 1992 1993

SAAB 78 132616 135498 195391 202550 204482

Biombo 839 68343 70052 59828 6193l 62611

Cacheu 5175 157627 l61568 14657l 150655 153390

Oio 5403 163542 167631 155312 159986 162538

Bafata 5981 140445 143656 145088 14695l 151838

Gabu 9150 126263 129420 136101 138356 142433

OuinaTa 3138 43012 44087 42960 45913 44958

Tombali 3737 66692 68360 71u5 74252 74371

Bolama 2624 31159 31938 26891 27358 28142

TOTAL 36125 927277 952509 979207 1007952 1024763

表2-3 県別農業人口

Zona RegiAo l988 1989 1991 1992 1993

Ⅰ Biombo 54780 58494 65863 60702 63130

Cacheu 109535 113889 119187 14630l 152153

Oio 161278 181736 187430 186669 194195

SO…A 325593 354119 3724SO 393672 40947S

E] Bafata l2I606 132423 147575 161328 167781

Gabu lO4699 1075()9 112840 l22318 l27210

SO…A 226305 239932 260415 2$3646 29499l

EEl Quinara 63784 65563 68546 41677 43344

Tombali 63646 65937 68735 75066 78068

SO…A l27430 131500 137281 11占743 121412

ⅠV Bolama 26840 26427 271(X) 27996 29115

TOTAL 706168 丁51978 79727一 822057 854996

32



蓑2-6 食壕作物の作付面積(h)

CmTURAS 1989β0 199qβ1 1991J92 1992β3 け93/94

`ItJ.I.... 14322 16750 21529 21255 23851

Amozまguad∝e(も^sケtt▲.) 26348 27694 29009 32917 27932

Arroz触uasa)gadat且.JAMk^) 8779 12567 10898 10851 12(X)5

ArrozTota1 49449 57011 61436 65023 63788

1hobaci1(Hー'.l■ー 10496 12807 14275 lO797 134(X)

IhocavaJo(～○√小AV.ー 11544 12750 13110 12491 15456

1hoprelO(H'lJttl 17804 20090 23253 26633 30754

Fundo(F."I..) 2793 3526 1750 2222 2855

To ta)arrozeot一trOSCereias 92068 106184 l13$24 117166 126253

Mancam l5767 18080 10410 15588 18173

A1 godao(1) 1395 2458 3265 1754+ 3400

Mandioca l665 1130 88l 1172

Fe ijao 2289 3970 4796

Nhambe

Ca'u

表2-7 食壕作物の生産量(トン)

Ct)LTt)RAS 1989/90 199○/91 1991/92 1992/93 19少3/94

AmzP&m-pJLmO,ddy) 266$0 31770 37456 33539 35705

Amz:4gu&dccc伊addy) 57428 6107S 566$2 58455 55249

Amz丘gu&salSd&(Pddy) 21751 25986 29426 2261S 23578

ATrOZ:doScctorM∝1emol) 90W l1375

^JTOZToh)(cmc8SCa) 1○585少 11$834 123564 123612 125907

MihobJb=i1(Gー互o) 10247 13675 l2838 10277 12516

Milhoc&y山o(G掩o) 9488 11271 13474 10694 13910

Milhoprc(o(G一芸o) 16678 17435 2&262 22980 26418

Fundo 1207 1574 1176 l432 l9$4

Totalarro王eOutrCereals 143479 162789 179314 16899S 180735

Manc符丁& 16070 18171 14795 15716 18139

Algodk) 75S 2180 2412 l233 1731

MJLndioc& l7835+ 17491 11869 14680● l2311+

Fcij孟o 2185 2403+ 2463+ 3194◆
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表2-8 県別耕作両棲(h)

Zona Regiao 1989β0 199qβ1 1991β2 1992β3 1993/94++

I Biombo 4859 5166 4718 5218 6539

Cacheu 21999 22746 21138 22253 23511

Oio 23(X)5 24866 28538 29640 38421

SOMA 49863 52773 54394 57111 6S471

ⅠⅠ Bafata 16874 17508 21292 24645 30731

Gablュ 15927 19190 l872l 18337 22038

SO…A 32$01 36698 40013 42982 5ユ7占9

ⅠⅠⅠ Quinara 3607 463l 5827 5575 898l

Tombali 7174 8246 9729 l2909 14975

SOMA 10781 12877 15556 184$4 23956

ⅠⅤ Bolama 4634 4778 5308 4950 5428

TOTAL 98079 10712占 11S271 123527 150624

** incluindo SAAB e SAM

表2-9 8ioJZLbo県の主要件物件付面積(h)

CULTVR^S 1989β0 199qβ1 199l/92 1992β3 1993/94

AmozPam-pan 61 182 182 128 217

Am2l冬guadoce 727 798 870 1135 1096

ArTOZ点guasalgada 2557 2439 2467 l860 2130

Milhobaci1 394 493 479 480 5∝)

Milhocavalo 276 348 330 915 953

MilhoDretO 37 27 48 99 347

Fundo 140 155 27 107 31

Mancarra 523 419 244 420 709

Mandioca 123 56 50 170

Batatadoce 9

Caju 228 l26

AlgodEo

Fei紐o l15 70* 386

Nhambe

表2-1 0 8io血bo県の主要件物生産量(トン)

CtJLTtJRAS 1989β0 199qβ1 1991β2 1992β3 1993β4

Åmzt)am-pan 98 lil 102 85 l52

Amoz孟guadoce 1315 1519 l566 2017 1966

Amzi蝕uasa1文ada 6311 5545 5728 4179 3832

Milhobacil 169 414 383 3糾 400

MilbopI℃tO 138 241 329 236* 139

Milhocavalo 19 18 19 732 762

Fundo 51 57 54 54 l5

Mancam l8l 145 lⅡ】 412 674

Mandiua 749 299+

Nhambe

Feii如

Caiu

Algod&o
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表2-4 主要都市における年降水量(tnm)

EsLac6es 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 Media+

Bi5Sau 1241.3 1214,1 1726,3 l520,8 l846,9 1205.9 177l.8 1448.2 1346.6 1594,9

Bolama 1692,7 1708,7 1448,2 2625,9 2058,7 1358,7 2368,5 2246,8 1736.1 1899,6

Bafata l312.8 1152,I 1156,8 l296,6 1372,9 1201,4 1245.3 911.3&) 1311,9

Bissora 1327,1 1304,9 1277,5 1495,2 1509,7 941,3 1426,9 1171,2 1533,5

Calio 1531,5 1418,1 2186,3 1519,8 1170,5 1470,9

Canchungo 1267,8 1328,3 1519,8 l659,0 1500,0 1458,2 1335.2 1257,3

Farim 810,7 989,3 763,9 1577.8 l203,6 914,6 809,5 lOl4,】.

Fulacunda 1618,9 2049,5 628.I 3364,7 1621,0 1179,0 3462,5 3766.5

Empa血 l592,2 1583,I 1500,3 1933,5 b)

PoⅠto-Go】e 1152.0 913.6 1541,9 1151,3 1680,I bー

Mansoa 1427,6 869,5 9鵬,2 1481,1 935,2 1151,9 1280,0 1592.3

+) Media de 20 anos (1969-1988)

表2-5 主宰者市における年平均気温( oC)

BⅠSSAU BOLAMA BAFATÅ

1983 27.4 27,4 28,2

1984 27.2 27,2 27,8

1985 27.0 27.1 27.9

l986 26.8 27,2 27,0

1987 27.7 27,4 26,4

EEEE] 27,2 26,8 27,Oa)

1989 26,9 27,0 27,la)

1990 27,3 27,3 27,3a)

1991 27,3 27,4 27,9

1992 27,1 26,9 27.6

1993 27.2 26.9 27.4a)
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表2-1 1 敷物故人の推移(1.000トン)

Arroz FarinhadeTrigo Cereaissccos Ccreaistotal AcucaT 01eo

aJimentar

Ano C A T C A T C A T C A T %

1984 16 19 35 1 3 4 0 7 7 18 29 47 62

1985 30 12 EEl 2 4 5 0 3 3 32 19 51 37

l986 27 15 41 2 3 5 0 1 l 29 l8 47 39

l987 26 12 38 3 2 5 0 1 1 29 14 44 33

1988 33 4 37 3 1 4 0 1 1 36 6 4】. 14

1989 52 4 56 7 2 9 0 0 0 59 6 66 10 4 1

1990 28 7 35 5 5 10 1 0 I 34 12 46 27 2 2

1991 37 37 2 2 39 39 2 2

1992 75 5 81 3 3 79 5 84 6 1 6

1993 66 2 68 】. 2

C = Importac孟o Comercial

A ≡ Aju血
T = ImporLa9且o Total

% ≡ % de Ajuda na lmporLaGaO Total

Fonle: CPSA e BCG
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1.調査日程及び調査員の経歴

日程表 調査員並びに経歴

日数 年月日 出発地 到着地 宿泊地 備考 調査員名 経歴

1 7年1月9(月) 東京 パリ パリ 移動 田村文雄 S.38.3東京教育大学卒業

2 10(火) パリ

ダカール

ビサオ

ダカール

カトマンズ

ビサオ

ダカール

パリ

東京

ダカール ′′､JⅠCAフランス事務所 38.4-60.4日本技術開発㈱

3 ll(水)
′′ 水利省､経済財務計画省 60.5-60.6中央開発株式会社

4 12(木) ′′

ファティツク現地視察 60.7-口.1.9㈱中央開発インターナショナル

5

6

7

8

9

10

EE

12

13

13(金)

14(土)

15(日)

16(月)

17(火)

18(水)

19(木)

20(金)

21(土)

′′

ピサオ

′′

′′

′′

ダカール

′′

′′

パリ

経済財務計画省､JⅠCA

移動

台湾プロジェクト視察(/りアタ)

農業農村開発省､水利局

農村振興活性化総局

移動

水利省､農業省､資料収集

大使館､水利省

移動

H.1.10-現在中央開発株式会社

14

15

22(日)

23(月)

パリ 機中 ′′

′′



調査日程 平成7年1月9日から同月23日までの15日間

1月9日(月)

10日(火)

11日(水)

12日(木)

13日(金)

14日(土)

15日(日)

16日(月)

17日(火)

18日(水)

19日(木)

20日(金)

21日(土)

22日(日)

23日(月)

移動､東京発-パリ着

J I CAパリ事務所打合せ､情報収集

移動､ ′くり発-ダカール着(セネガル)

水利省､経済財務計画省表敬､打合せ

地形図購入等資料収集､ギニア･ビサオ国ビザ申請

ファティック地区現地視察､現地関係者打合せ

ギニア･ビサオ国ビザ取得

経済財務計画省､ J I CAセネガル事務所表敬､打合せ

移動､ダカール発-ピサオ着(ギニア･ビサオ)

パファタ地区米作地帯､中華民国協力案件現地視察

農村開発･農業省農業林野畜産総局長､農業計画室長表敬､

打合せ､統計資料等収集､天然資源省水利局表敬

農村振興活性化総局長､林野局長表敬､打合せ､林野局苗畑及び

マングローブ水田地帯視察

農業計画室､農村振興活性化総局より資料収集

移動､ピサオ発-ダカール着(セネガル)

水利省打合せ､農業省農業局表敬､打合せ

水利省資料収集､日本大使館表敬､調査報告

移動､ダカール発-パリ着

パリ発

東京着
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2.面会者リスト

2-1 セネガル共和国

1. Madio FALL

2. Mamadon DIATTA

3. Bonbacar CAMÅRA

4. Ibrahima DIATTA

5. Mrs. Aminata BADIOH

6. Massar, VAGUE

7. Mabingu NGOM

8. Dr. Abdou DIOP

9. Boubakai DIALLO

IO.長 沢 秀
一

11.小 野 睦
-

:水利省水利衛生局長

:水利省水利衛生局塩害防止対策課長

同 局 PRODULAS係

同 局 課員

:経済財務計画省財務経済協力局アジア中東課長

同 省 同 局 農業担当係長

同 省 同 局 計画フォロー課長

:農業省農業局顧問(局長補佐)

:農業省ファティック州農業事務所長

:日本大使館､書記官

: J ICAセネガル事務所長

2-2 ギニア･ピサオ共和国

1. Mustafa CASSAMA

2. Jo畠o CAZVALHO

3. Calos M. T. de AMARANTE

4. Calos SEMEDO

5. Bacar MANE

6. Rui 打ene DJATA

7. Pedr･o GOMEZ

8. Marcelino BIAI

9. Seco Bu且 BAIO

IO. Vicente CO

ll. 01ivier ONIVOCロⅠ

:農村開発農業省農業林野畜産総局長

同省 農村振興活性化総局長

同省 農業計画室長

同省 同室2KR担当課長

同省 農業林野畜産総局林野局長

同省 同総局農業水文土壌課長

同省 同総局 同課 課員

同省 林野局 局員

:天然資源､エネルギー､産業省水資源総局長

同省 同総局 水資源調査課長

:中華民国プロジェクト展示圃場､農業技師
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4. Projet de Reabiletation du Laboratoire

d'Analyses Physiques et Chemiqnes des

Sols et Plants.

5. National Forestry Master Plan.

6. Programa de Desenvolvimento Rural

- ZonaI : Plano de Operacao 1996/98.

7. Programe de Desenvolvimento Rural

- ZonaI : Programme de Actividadese

Orcament 1993.

8. Anuario 1993.

(英文)

1993年統計年表

4 1



3.収集資料一覧

3-1 セネガル共和国

~1. Formulaire de Requete pour la

Cooperation Technique (Elude de

Developpement) du Gouvernement

du Japon.

2. Note Co皿plementaire am Formulaire

de Requete pour la Cooperation

Technique (Etude de Developpement)

du Gouvernement du Japon.

3. Prgramme de Lutte Anti-Sel au

Senegal.

-
Note Relative a l'organisation

du Programme de Protection et de

Mise en Valeur des Terres Salees

dans la Region de Fatick.

1995 Jam.

4.セネガル国全図

5. 1/200,000地形図(Thies)

6. 1/50,000地形図

3-2 ギニア･ピサオ共和国

1. Agricultural Strategy Paper.

(Draff Yellow Cover).

2. Project de renfercement du

Secteur SeⅢencier.

3. Rapport de la Mission Conjointe

FAO/CILSS d'Evalation Preleminaire

des Recoltes de la Campaque Agricole

1994 eu Guinee-Bissau.

40

日本の開発調査用要請フォームに書

き替えた要請書(1994. 10.26提出)

上記要請書に対する日本大使館から

の質問に対する回答(補足資料追加)

上記プロジェクト実施及びその後の

プロジェクト維持管理組織について

のセネガル側の方針について

ギニア･ビサオ国の農業政策の方針

(英文)

種子センター計画の概要ペーパー



4．現地写真

4－1　セネガル共和国

堤防の形を呈しなく

なつた防潮壊

（Ndiay　Mdiaye机朋柚腑購地区）

{2) Koboogoya’n‹æ•…–å (Marigot de Mbissel)
水門操作が角落し構連のため難しく、また豊水時には危険をともなう。

（3)農集機械化センター(Patick) :近年､農業機械の輔充が全くできないた

め台数減が著しく、また、新しい型式のものがなく旧式の機械のみである。
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4－2　ギニア・ピサオ共和国

(1)　Bas fondsの水田：丘と丘の間の低地部での水稲栽培。

(2)Bo1anhaの水田：海岸線に沿ってマングローブ地帯こある水田。

塩に強い品種の水稲を栽培する。

（3）　水田地帯より高い位置の所では

野菜栽培が　行なわれている。
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(4)植林用苗木等を生産している苗畑

(Pessube苗畑､ Bissau)

(5)　台湾プロジェクトの展示圃場 (Bafata)

デモンストレーション圃場は約35haであり、周辺の水田地帯に技術指導して

いる｡ (PmpuIrrigation)

水源は横を流れる河川よりポンプ揚水して

いる。
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